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はじめに
　オリゲネスは、聖書のなかに身体、魂、霊的側面に相当する三重の意味があると考
え、なかでも霊的意味を重視する（1）。オリゲネスの著作『祈りについて』もまた、聖
書からの祈りに関する叙述の引用とそれに対する彼の解釈が、その内容の大部分を占
めている。
　オリゲネスはこのなかで一貫して、大きなもの、天上のものについて祈ることを奨
励し、小さなもの、この世のものについて乞い求めることを忌避させようとしてい
る。そして主の祈りが、祈りに関する一般的内容のあとで扱われている。そこには当
然、パンを求める祈りが含まれている。クルマンは、この祈りとの関連のなかで、新
約聖書には物質的なものを乞い求める祈りが尊重されており、それがイエスの信仰で
もあったと述べている（2）。しかしオリゲネスはこのパンに関しても、やはり物質的な
食物としてではなく霊的な糧として解釈している。現実に体を纏い、パンを食べて生
きるものである人間にとって、その祈りはどのような意味を持つものであったのか。
また、「パン」とは一体何を意味するものと理解されていたのか。
　上記のパンの祈りに関して、有賀は『オリゲネス研究』（3）において短く触れている。
ここではパンが霊的に解釈されているものとみなされているが、その理由は、すべて
を霊的に解釈するオリゲネスにとって、このパンだけを物的に解釈するのは不可能だ
とする憶測に留まっている。ゲッセルは、嘆願の祈りの一つとしてこれを論じるなか
で、パンとはやはり物質的なものではなくロゴスを意味するのであり、それを乞い求
めるのは神化への祈りを意味すると理解している（4）。このように、オリゲネスの理解
（ 1 ） たとえば、オリゲネス『諸言理について』（以下、PA と略す）IV, 2,4（Görgemanns-Karpp312,4-313,4）．
（ 2 ） Oscar Cullmann, Das Gebet im Neuen Testament: zugleich Versuch einer vom Neuen teatament aus zu 
erteilenden Antwort auf heutige Fragen, Tübingen: Mohr Siebeck, 19972, SS.69-71.　ただし、物質的解釈に
抵抗を示す者ら（E. ローマイア､ R.E. ブラインら）には来るべき代における将来のパンとして理解す
る傾向のあることも指摘されている。Ibid., n.122.
（ 3 ） 有賀鐵太郎『オリゲネス研究』、長崎書店　1981 年、72-74 頁。
（ 4 ） William Gessel, Die Theologie des Gebetes nach >De Oratione<von Origenes, München/Paderborn/Wien: 
Schöningh, 1975, SS.180-186.
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するパンをロゴスとみなし、それが神化に導くと考える研究者はゲッセルのみに留ま
らない（5）。しかし、ほとんどの研究は『祈りについて』の内容を具体的に取り上げ、
詳細な分析によって論拠を提示しているわけではない。
　オリゲネスはまたその一方で、とりわけ旧約聖書から目の前の現実に関する懇願の
記事を積極的に引用しているという点において、これとは一見附合しないかのような
態度を示す。ここにおいて言及されているのは、その多くが明らかに天上の事柄では
なく地上の事柄に属する内容だからである。本稿ではこの点も含め、主の祈りのパン
がどのように理解されているのかを、オリゲネスの他の著作におけるパンへの言及も
参照しながら考察する。
１．「大いなるもの」を求める祈り
　まず最初に、『祈りについて』全体にみられるオリゲネスの祈祷理解の特徴につい
て述べておきたい。
　オリゲネスは、天上の霊的な事柄を大いなることと理解してそれに関する祈りを奨
励し、地上の物質的な事柄を小さなこととして、それに関する祈りを忌避させる。な
ぜなら、霊的な祈りのほうが、はるかに豊かな慈しみを得させるからである（6）。
　ではこの世を生きる中で、この世に関するものはいかにして与えられるのか。オリ
ゲネスは、適切に祈る人、つまりオリゲネスの意図に従えば、天上のものを祈る人
に、神は乞い求め得た以上に十分に与えるものと考えている（7）。また、地上のこと、
小さなこと、いわゆる陰影に関することは、神の既知ゆえに神に任せることが勧めら
れている。物質的な事柄については神が判断し、与えるからである（8）。
　しかしその一方で、同著のなかには、明らかにこの世的なものを求めているかのよ
うな祈りの例が、旧約聖書からの引用においてみられる。しかも、それまでに論述さ
れていた、とくに旧約聖書から引用されていた現世的な「小さなもの」を求める祈りに
関しては、何の問題意識も現れていなかった。これはどのように理解すればよいのか。
　有賀は、オリゲネスが聖書の記事を理解するさい、字義通りではなく比喩のなかに
隠された霊的意味を求めるという傾向に懸る問題解決の糸口を見出し、旧約聖書から
（ 5 ） たとえば、以下の研究が挙げられる。Peter Dyckhoff, Das Kosmische Gebet Einübung nach Origenes, 
München: Kösel-Verlag, 1994; Alan G.Paddle, The Logos as the Food of Life in the Alexandrian Tradition, in: 
L.Perrove ed., Origeniana Octava I, Leuvain: Peeters, 2003, pp.195-200; J.José Alviar, KLESIS  The Theology 
of the Christian Vocation according to Origen, Great Britain: Four Courts Press,1993; Virginia L.Noel, Nourish-
ment In Origen’s On Prayer,in: Robert J.Daly ed., Origeniana Quinta, Leuvain: Peeters, 1992, pp.481-487.
（ 6 ） Cf.『祈りについて』（以下、PE と略す）8,1 (GCS3,316,24-27); PE13,4 (GCS3,328,4-7); PE17,1 (GCS3,338, 
24-27).
（ 7 ） Cf. PE6,4 (GCS3,314,10-15).
（ 8 ） Cf. PE14,1 (GCS3,330,18-20); PE17,2 (GCS3,339,28-340,2).
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引用されている祈りの実例（PE13,2-3）について、それが天上のものを求める具体的
例として示されているのではなく、オリゲネスが同著のなかで述べている聖書箇所に
関しても読者自身が霊的に解釈する必要性があるものと考えている（9）。オリゲネスが
霊的解釈を重んじたことは事実であるが、オリゲネスは聖書が語る内容のなかに解釈
によって霊的意味を見出し、自らそれを開示し論じるのであって、このことは、それ
を読む読者がオリゲネスの叙述のなかに霊的解釈を読み取らねばならないということ
を意味するわけではない。オリゲネスは、聖書のなかの隠された意味を読み解き、伝
えることを、むしろ自らの務めとしたのである。
　ゲッセルはこれについて、引用され実現された懇願がより高次の真実のための象徴
であり、また同著 13,2-3 が、与えられたこの世的な恵みがいかに霊的な恵みの「影」
であったのかを示すものであると述べている（10）。ただし、その説明は不十分であり、
推測の域に留まっている。
　オリゲネスは『祈りについて』のなかで、祈祷不要論者の論理とそれへの反論、ま
たそれに関する内容として祈りの効用について述べ（PE5,1-9,3）、ふさわしく祈る人
への恩沢とその人とともにキリストや天使、聖人も祈ること（PE10,1-11,5）、生活全
体が祈りであるべきこと（PE12,1-2）、そして、聞き入れられる祈りの手本（PE13,1-5）
についてと論旨を進める。この終わり近くで、オリゲネスははじめて、それまでの説
明を前提として、祈りの内容、つまり祈りが霊的事柄をめぐるものでなければならな
いことについて本格的に述べ始める（PE13,4）。オリゲネスはこのように、祈りの必要
性と祈りが聞かれることを述べ、読者に納得させたうえで、つぎに、いかなる祈りが
必要なのか、その祈りの中身に目を向けさせる。彼はまず同著 13,5 で付加的な説明を
したあと、次のように述べている。「さて、わたしどもは、以上のように、禱りを通
して聖なる者らにもたらされる慈しみの業について説明してきましたが、……神聖な
ことども、精神によって捉えうることどもに比べれば、象徴的なことども、前表的な
ことどもは、「小さなこと」であり、「地上的なこと」です。［聖なるものらが］前表
的に得たものらを、［前表的としてではなく］真正なものとして［得ること］をわた
したちが乞い求めるようにと、聖なる者らの祈りに倣うことをわたしたちに勧めて、
神のロゴスは、地上的なこと、小さなことと言う付言によって意味が明らかにされた
ところの天上のこと、大いなることについて語っておられるのでしょう。」（11）ここか
（ 9 ） 有賀鐵太郎、前掲書、56 頁。
（10） W.Gessel, op.cit., SS.178-180.
（11） PE14,1 (GCS3,330,6-15):“Τούτων δὲ ἡμῖν ἑρμηνευθέντων εἰς τὰς διὰ τῶν προσευχῶν γεγενημένας τοῖς ἁγίοις 
εὐεργεσίας, κατανοήσωμεν τὸ „αἰτεῖτε τὰ μεγάλα, καὶ τὰ μικρὰ ὑμῖν προστεθήσεται• καὶ αἰτεῖτε τὰ ἐπουράνια, καὶ 
τὰ ἐπίγεια ὑμῖν προστεθήσεται.” πάντα γε τὰ συμβολικὰ καὶ τυπικὰ συγκρίσει τῶν ἀληθινῶν καὶ νοητῶν „μικρά” 
ἐστι καὶ „ἐπίγεια”• καὶ εἰκὸς ὅτι ὁ θεῖος ἡμᾶς λόγος προκαλούμενος ἐπὶ τὸ μιμεῖσθαι τὰς τῶν ἁγίων εὐχὰς, ἵν' 
αἰτῶμεν αὐτὰς κατὰ τὸ ἀληθὲς ὧν ἐκεῖνοι ἐπετέλουν τυπικῶν, φησὶ „τὰ ἐπουράνια” καὶ „μεγάλα,” δεδηλωμένα διὰ 
τῶν περὶ ἐπιγείων καὶ μικρῶν πραγμάτων, λέγων•”
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ら把握されるのは、聖なる者らの祈りが正しくなされていたというオリゲネスの認識
である。
　また、旧約聖書から引用した人物について、オリゲネスは、「しかるべき方法で禱
ることで、神からいとも大いなることを享受した人々」（PE13,2［GCS3,326,12-13］）、
「禱りを通して恩沢を得た人々」（PE13,4［GCS3,328,3-4］）、「禱りを通して聖なる者
らにもたらされる慈しみの業」（PE14,1［GCS3,330,6-7］）と述べている。つまり、オ
リゲネスの焦点は、彼らが大いなるもの、天上のものを受けたということにある。そ
れらは成就した祈りとして言及され、その流れは、別の叙述のあと、同著 16,2 で再
び直接的に取り上げられる。それは、天上のものを求めることへの勧めであり、その
ような祈りをささげるなら、天上のものに付随して地上のものは与えられるという主
張である。その勧めは、「ですから、……」とハンナが身ごもったことへと続く。
　この文脈には、明らかに、天上の祈りをささげたゆえに、地上的なものも付随して
与えられたのだというオリゲネスの理解がうかがえる。さらには、同著 16,3 で取り
上げられているのは、同 13,4 で言及されていた人物とまったく同じである。そこで
は、彼らに与えられたこの世的なものは陰影であり、当然その陰影の主体たる物体に
あたる霊的なものも得ていたのだということが説明されている（12）。つまり、旧約か
らの当該の人物の引用は、彼らが適切に祈ったがために、陰影にあたるものも贈られ
たと考えられていることが理解される。
　以上のことから、世俗的なことを祈っているように見える旧約聖書の人々もオリゲ
ネスにとってはそうではなく、むしろ天上のものを祈る者として理解されているこ
と、さらにそれを引用するなかで、大いなるもの、天上のものを求めて適切に祈るこ
との重要性を強調することが意図されていると考えられる。そして、前項で確認した
ように、物質的な事柄については神が判断し、与えてくださるのである。オリゲネス
はこの世的なものをめぐる祈りについて論述しながらも、実際には天上のものを求め
て祈ることに徹底していることが理解される。
２．パンを求める祈り
2．1．ルカ 11,5-8 におけるパン
　そのように考えると、実際的な食べ物は、祈らなくても神が計らって与えてくれる
ということになる。
　オリゲネスは、主の祈り注解部以外において、ルカ 11,5-8 の友人にパンをしつこ
（12） Cf. PE16,2 (GCS3,336,24-25).
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く求める人のたとえ話を引用し、求める者が受けることを述べている（PE10,2）。た
だ彼はその根拠を、同じ文脈からではなく、あえてヨハネ 6,51 から引用し、受ける
パンが「生けるパン」であることに結び付けている。もっとも、この箇所で言及され
ている「パン」は、聖書の内容に従えば明らかにイエス自身のことであり、「このパ
ンを食べるならば、その人は永遠に生きる」（ヨハネ 6,51）と言われているものであ
る。オリゲネスは『ヨハネ福音書注解』を著しているが、そのなかにヨハネ 6 章に関
する記事は残存しないため、この箇所に関するオリゲネスの理解を確認することはで
きない。しかしながら、このパンの内容のあとには「御父は ･･･『善い賜物（δόματα 
ἀγαθὰ）』を与えてくださる」（13）と書かれている。オリゲネスは神の性質のひとつに
「善」を強調している（14）。ゆえに、善い賜物とは、ここで言うところの完全なるもの、
天的なものを指すものと理解することができる。ゆえに、やはりここで与えられると
されているこのパンは、主の祈りのなかで指すパンと一致しないにせよ、天上のもの
を指すものであることは確かであり（15）、それが（求める者に）神の与えるものであ
ると考えられていることがわかる。そして、「求める」ようにと勧められていたこと
と、これが天上のものであることとは、「求めて得る」という原理とも附合する。
2．2．主の祈りにおけるパン
　それは主の祈りにおけるパンを求める祈りに関してもそのまま適用されている。パ
ンの祈りに関する注解冒頭の叙述から、オリゲネスがこのパンを物質的なものとして
理解してはいないこと、むしろパンを物質的に理解して乞い求めることにオリゲネス
は問題意識を持っていることが確認されるからである（16）。
　では、主の祈りで乞い求める「パン」とは一体何を指すのか。
　オリゲネスは、イエスによって祝福されたパンを食べた人々とイエスとのやりとり
をヨハネ 6,26-29 から引用し、この箇所を受けて、「ロゴスを信じる者ら」が「『いつ
までも保ち、永遠の生命に至る』糧である神の業を行」うと述べている（17）。その文
脈のなかで、オリゲネスは詩編 107,20 から、「主に贖われた人」としてのイスラエル
について言及し、このイスラエルを、病んでいる人として扱っている。そして、彼ら
は適切な食べ物がないために死に近づいたが、主がロゴスを遣わして彼らを癒された
（13） PE10,2 (GCS3,321,13-14).
（14） 拙論「オリゲネスの祈りにおける『善』理解」、『キリスト教史学』（キリスト教史学会）57 集、2003
年、80-96 頁、参照。
（15） ただし、これは、肉体を持つ人間にとって物質的パンが必要ではないということではない。オリゲネ
スはパンの必要性も認めている。しかし、神に祈りをささげるうえで大切なものとしては、物質的パ
ンではなく天上のパンに言及されている、ということである。Cf. ComRom IX, 34.
（16） Cf. PE27,1 (GCS3,363,25-364,2); PE27,9 (GCS3,369,1-2).
（17） PE27,2 (GCS3,364,17-18): “ᾧ λόγῳ οἱ πιστεύοντες ἐργάζονται ‛τὰ ἔργα τοῦ θεοῦ,‚ ὄντα ‛βρῶσιν μένουσαν εἰς ζωὴν 
αἰώνιον.‚ ”
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という論述を繋げている。この詩編の引用は、前後のヨハネ福音書からの内容に関連
して、ロゴスの持つ力を示すために用いられている。そしてオリゲネスは、このロゴ
スを信じる者らが永遠の生命に至る糧である神の業を行うのだという主張に再び戻
る。
　以上のように、永遠の生命に至る食べ物とはキリストが与える食べ物でありロゴス
と言われ、神はいかなる食物によっても助けられなかった彼らにロゴスを遣わして彼
らを癒したのであること、そして、そのロゴスを信じることは神による業であって永
遠のいのちに至る糧そのものである、というオリゲネスの理解をここに確認すること
ができる。ゆえに、オリゲネスはその業に励むことを読者に勧めるのである。そして
この糧について、先の聖書箇所に続くヨハネ 6,32-33 を引用することによって、パン
として述べられる。その神からのパン、真のパンに養われることによって、神の似像
性を持つ人間は、創られた本来の姿、神の似像性を回復し、真の人に養われていくの
である（18）。
　以上の説明のあと、オリゲネスはパンについて、それがイエス自身を指す場合と、
別のものを指す場合とに区別されることを説明している（19）。この区別には何が意図
されているのか。
　パンがイエスとは別のものを指すと言われている箇所はヨハネ 6,32-33 であり、こ
こには出エジプトのさいにイスラエル人が荒野でマナを与えられたことが述べられて
いる。同著 27,10 にも出エジプトのさいのマナに関する叙述が見られ、ここではマナ
が物質的なパンと理解されている。イスラエルの民にはロゴスがまだ完全な現存をし
ていないため、荒野のマナはロゴスによって与えられた真の食物の陰影なのである。
このように、マナは完全な霊的食物ではあり得ず、ロゴスこそがキリストにおいて肉
を備えた現存を負いながら、天国からの真の食物を与える（20）。つまり、イエスがパ
ンであるか否かはイエスの受肉を境として考えられ、ロゴスが受肉する前に人々に与
えられたマナはイエスではないパンとして、そして福音書において人々の目の前で語
るイエスはパンとして理解されていることが確認される。
　オリゲネスはつぎに、聖書のなかですべての食べ物がパンと呼ばれていることに触
（18） PE27,2 (GCS3,364,21-23). ノエルはオリゲネスの考えるこのプロセスを、浄化、照明、合一であると
理解している。ロゴスによる養育は、健康をもたらし、罪をいやす。ノエルは、魂がロゴスに関する
知識を増やすことによって強くなる段階を「照明」と呼んでいる。究極のゴールは、ロゴスとの合一
と神化である。魂は、この霊的滋養、つまり浄化および照明の全過程をとおしてロゴスに養われ、そ
のロゴスに参与することにより一層ロゴスに似た者となり、やがてロゴスと完全に合一する。
Virginia L. Noel, op.cit., pp.481-487. また、ペイドゥルは、オリゲネスにとってロゴスという食物の究
極の賜物の代表が神化であるとし、この霊的食物に参与することによって人間はいっそう霊的にな
り、より一層ロゴスに似た者となるとの考えが見られることを指摘している。Alan G.Paddle, op.cit., 
pp.195-200.
（19） PE27,3 (GCS3,364,26-29).
（20） A.G.Paddle, op.cit.
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れる。その食べ物のなかには、人によって、食べ得るものと食べ得ないものとがある
（PE27,4）。優れた人は何でも食べ得るが、無力で完成に遠い人は野菜だけを食べる。
しかし、理解はよいが主イエスの御父の教えを知らない人より、理解が悪くても良識
あるもてなしをする人がよいように、神は、「より完成の域に近づいた人々に適する、
競技者用の食べ物」（21）を提供することを望んでいる。キリストが与えるパンは「真の
食物」（ἡ „ἀληθὴς”„βρῶσις”）、「キリストの肉」（„σὰρξ” Χριστοῦ）、「肉体となったロゴス」
（„λόγος” οὖσα γέγονε „σὰρξ”）であり、それを食べる者が「永遠に生きる」（ζήσει εἰς τὸν 
αἰῶνα.）（22）。
　そしてオリゲネスは、イエスの食べ物についても示唆している。それは神の意思で
あり、その食べ物を食べるという行為は神の意思を行うことである（23）。それは、イ
エスがロゴスに信頼しているからである。しかし、ロゴスに信頼できない人間はロゴ
スを食べること、つまり神の意思を行うことができない。ゆえに、懲らしめによって
学ぶことが必要である。けれどもロゴスに信頼し、神の意思を行うことができるな
ら、ロゴスによってのみ完成へと導かれる。イエスはこの人間に対して、自身と同じ
くロゴスに信頼させ、完成へと導くことができるのである（24）。
2．3．“ὁ ἄρτος ἐπιούσιος”
2．3．1．“οὐσία”（存在性）との関連性
　パンについて述べるなかで、オリゲネスは、パンに懸る形容詞、“ἐπιούσιος”（存在
のための）について考察している（PE27,7-17）。彼は最初に、この用語が学問的にも
一般的にもあまり使用されていないものであることを指摘し、福音書記者の造語であ
ろうと推察している（25）。そして、二通りの理解を試みている。
　まずひとつめに、オリゲネスはこの用語が “οὐσία”（存在性）という語から造られ
たものであると推測し、“ἐπιούσιος” という語が存在性に寄与するパンをさす表現であ
ると考える（PE27,7）（26）。そして、この存在性という語の意味を、同類であること、
つまり本質としてとらえ（PE27,9）、存在に先んじる非物質的なものとして理解して
（21） PE27,4 (GCS3,365,13): “ἀθλητικὴν τελειοτέροις ἁρμόζουσαν τροφήν”.
（22） PE27,4 (GCS3,365,23-28). ヨハネ 6,53-57、参照。
（23） Cf. ComJn XIII, 35,226-228. ヨハネ 4,34、参照。
（24） Cf. ComJn XIII, 37,245-6. 
（25） 実際には、エジプトのパピルスにこの語が使用されているが、すでに破損している。有賀鐵太郎、前
掲書、113-114 頁、参照。Cf. O.Cullman, op.cit., S.106.
（26）有賀はこの語をウーシアから抽出するのは無理だと判断している。有賀は、語源から考えるとエピ
ウーシスが「来る日のための」（ἡ ἐπιοῦσα [ἡμέρα]）、「現在の日のための」（ἐπὶ τὴν οὖσαν [ἡμέραν]）、
「未来のための」（<ἐπιέναι）から派生したと考えている。有賀鐵太郎、前掲書、113 頁、注 82-83。ま
た、クルマンは聖書学の立場から、パンをめぐるこの祈りが、一方ではパンそのものの語、他方では
「日毎の」と訳されている、パンにかかる形容詞の意味に関して、古来より多様な解説を要するほど
に理解困難であったことを指摘している。O.Cullman, op.cit., S.69.
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いる（PE27,8）（27）。ゆえに、パンが存在性と「同類である」とは、それを摂る人の体
にパンが入るとそれが体を形成するように、霊的なパンはそれを食する人の霊性を養
うことを意味する。そしてオリゲネスは「『存在のためのパン』とは、ロゴスに与
かっている本性［を有する者］に最も適するもの、その存在性と同類のもので、魂に
健康と活気と力とをもたらし、それを食する人に自らの不死性を―神のロゴスは不死
なかたですから―分け与えるもの」（28）と述べている。
　オリゲネスはまたこの「存在のためのパン」を、旧約聖書の「生命の木」（創世記
3,22）と呼ばれているものと同一視し、その木はソロモンによって神の「知恵」（箴
言 3,18）と言われているものであり（29）、それにすがるすべての人に安全なものであ
る、と述べている（PE27,10）。そして人は、天使に、またキリストにさえも、自分の
能力に応じてこのような食物を供することができ、それによって天使やキリストご自
身がご自分のものを人に分け与えられる（PE27,10-11）。パンは、それがどのような
ものであっても安全であり、自分に応じて食し、また供することができるのである。
と同時に、実際には、神の子と同じく敵もまたその存在性をもって実在するので、両
者は色んな食べ物になり得、我々はこれらすべてのものを食べる可能性がある
（PE27,12）。オリゲネスは、ペトロが清くないものや汚れたものを食べることを拒絶
したことに対して神が「神が浄めたものを、あなたは浄くないなどと言ってはならな
い」と述べた使徒 10,1-15 の内容が、あるものは人の糧となりあるものはあるいはそ
の逆となることを意味するものと説明する。そして、終末の状況を示すマタイ 13,47
の天の国のたとえ話から、神はよいもの悪いものも含めて、やがて全部を滋養物とす
るという終末論的理解を示している。
2．3．2．“ἐπιέναι”（次に来る）との関連性
　『存在のための』という語に関するふたつめの理解として、オリゲネスはそれが
“ἐπιέναι”（次に来る）から造られたものであるとの推測を立て、それが「来るべき代に
ふさわしいパン」（30）を乞い求める祈りであり、神がそれを先どりして今、わたしたち
に与えてくださるよう祈るようにとの呼びかけであるとの理解について論じる
（PE27,13）。しかし、この叙述の後で、それよりも、前述の「存在性」に基づいて理解す
（27） 有賀鐵太郎、前掲書、73-74 頁、参照。なお、クルマンによると、このエピウーシアはウーシア（生
活費）というギリシャ語と混同して用いられる傾向があったが、馴染のある言葉ではなかったことも
指摘されている。O.Cullman,op.cit.,S.71.
（28） PE27,9 (GCS3,369,18-22): “ἐπιούσιος τοίνυν ἄρτος ὁ τῇ φύσει τῇ λογικῇ καταλληλότατος καὶ τῇ οὐσίᾳ αὐτῇ 
συγγενὴς, ὑγείαν ἅμα καὶ εὐεξίαν καὶ ἰσχὺν περιποιῶν τῇ ψυχῇ καὶ τῆς ἰδίας ἀθανασίας (ἀθάνατος γὰρ ὁ λόγος τοῦ 
θεοῦ) μεταδιδοὺς τῷ ἐσθίοντι αὐτοῦ.”
（29） オリゲネスは、真の人を養うパンとして、魂にはロゴス、精神には神の知恵（精神を捉えるもの）、
本性（を有する者）には真理と理解している。Cf. PE27,2 (GCS3,364,23-25).
（30） PE27,13 (GCS3,372,4): “τὸν ἄρτον τὸν οἰκεῖον τοῦ μέλλοντος αἰῶνος”.
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る方がよいと述べているように読み取れる文章が続くが、その意味は明確ではない（31）。
　オリゲネスは、聖書におけるその語の慣例を指摘し、代全体が今日と呼ばれ、過ぎ
去った代が昨日であろうことを述べている。そしてオリゲネスは、この代を、「来る
べきものの影」（ヘブライ 10,1）として考察している。その代々において、神は恵み
を示す。
　なお、オリゲネスは「諸々の食物にはそれほどの相違があるのですが、『存在のた
めのパン』は、［先に］述べたあらゆる［食物］の中でも唯一のものであり、わたし
たちは、それにふさわしいものとされ、「元のうちに、神とともにあった」「かみ」な
るロゴスを糧として与えられ、神化されるようにこのパンを祈り求めねばなりませ
ん。」（32）とも述べている。ロゴスを糧として与えられることが神化を求めることに関
連づけられているのが確認される。
2．4．今日
　オリゲネスは、パンの祈りの最後の言葉をマタイ福音書とルカ福音書の双方から取
り上げ、マタイ福音書における今日（σήμερον）（33）が代を表すものであり、「今の代」
を意味すると理解している。ゆえに、ルカ福音書における「毎日」は「いつの代
も」（34）ということになる。代々の時間を認識するなかでこそ、その代の一日一時間と
いう微細な部分を重要視できるのであり（35）、オリゲネスは終末に目を向けながらも、
現在を生きることに集中する。つまり、それぞれの代に関して「この代」と言って祈
る（PE27,16）ことを勧める。この姿勢は、オリゲネスの世界観と魂に関する理解（36）
に調和する。
（31） クルマンは、聖書学の立場においては、ἐπιούσιος を動詞 “ἔπειμι”（＝「従う」）に基づき、「明日のため
の」と訳されることが適切であると考えており、この論述に至る “ἐπιούσιος” という形容詞を巡るオリ
ゲネスの考察の意味が、結局のところ不確かであることを指摘している。O.Cullman, op.cit., SS.72-71.
　有賀は、オリゲネスが ἐπιούσιος が ἐπιέναι から派生したという解釈を、結局は採択していないと判
断している。（有賀鐵太郎、前掲書、113 頁、注 82-83）。
（32） PE27,13 (GCS3,371,27-372,2): “ἐχόντων καὶ τοσαύτης διαφορᾶς βρωμάτων οὔσης, εἷς παρὰ πάντας τοὺς 
εἰρημένους ἐστὶν ὁ ἐπιούσιος  ἄρτος, περὶ οὗ εὔχεσθαι δεῖ, ἵνα ἐκείνου ἀξιωθῶμεν καὶ τρεφόμενοι τῷ „ἐν ἀρχῇ” „πρὸς 
θεὸν” θεῷ λόγῳ θεοποιηθῶμεν. ”
（33） ディックホフは、オリゲネスの理解について、「今日」という言葉が今のみを表現しているのではな
く、同時により長い期間を示しており、そこにすべての時間の長さつまり救いの時代の長さを含んで
いることを指摘する。Peter Dyckhoff, Das Kosmische Gebet Einübung nach Origenes, München: Kösel-
Verlag, 1994, esp. S.123.
（34） アルビアールは、オリゲネスが死後の魂の継続的な教育という理論を好むことを指摘するとともに、
オリゲネスが魂のダイナミックな歴史における別のステージとして死後をとらえ、その歴史のなかで
回心の可能性があり得ると考えていると述べている。魂の成長は急激にではなく徐々に起こるため、
長い時間を要するこの成長のプロセスのために、神は壮大な可能性をもって人を創ったというオリゲ
ネスの考えも指摘している。J.José Alviar, KLESIS  The Theology of the Christian Vocation according to 
Origen, Great Britain: Four Courts Press,1993,esp.pp.101-103.
（35） Cf.PE27,16 (GCS3,375,3-9).
（36） 拙論「魂についてのオリゲネスの教説に関する一考察」、『神學研究』（関西学院大学神学研究会）57
号、2010 年、55-65 頁、参照。
66－　　－
「主の祈り」におけるパンを求める祈りに関するオリゲネスの理解について
　以上がパンをめぐる祈りに関するオリゲネスの論述である。
３．主の祈りにおける「存在性」の強調、救済的視点における霊的解釈
　ここで、このパンをめぐる祈りが主の祈りのなかに位置づけられているものである
という点について考察したい。
　オリゲネスは主の祈りの冒頭の「天にましますわれらの父よ」を説明するなかで、
この父への呼びかけの言葉が、「神の存在性を、あらゆる被造物から分かつことを意
図している」（37）ものと理解している。そしてこの呼びかけによって、神の存在性を共
にしていない者らに、神の栄光と力や神性の流出が生ずるものと考えている（PE23, 
5）。つまり、主の祈り全体が向けられる相手としては、この存在性の異なる神が意図
されていることがわかる。オリゲネスは、旧約聖書のなかに、キリストが教示した何
の憚りもなく神を父と呼ぶ禱りが見出されないことについて言及することで、キリス
トの到来によって、人間ははじめて神を父と呼ぶ身分とされたことを指摘する。ここ
には、この存在性の異なる神に対して父と呼びうるのは、キリストの存在ゆえである
という認識を読み取ることができる。
　またオリゲネスは、おなじく主の祈りのなかの「あなたの御国が来ますように」に
ついて、神の国が目に見えるものとして到来するものとは考えていない（38）。神の国
の理解としても、この世の存在様式に基づいた実際的、可視的な意味における実現は
斥けられている。その代わりに、いわば大いなるもの、天上のものとしての神の国の
到来については、現在ではなく来世あるいは来るべき代がその時として意識されてい
る（39）。
　救済の約束について、オリゲネスは『諸言理について』のなかで論じているが、救
済を視点に据えるならば、聖書の字義的解釈は、霊的理解に対する怠惰的態度である
と述べている（PAII,11,2）。そこにおいてパンはやはり「知恵の食物」（40）と呼ばれて
おり、それによって養われた精神は神の似姿性を回復すると述べられている。このこ
とは、先の “οὐσία” によって “ἐπιούσιος” が説明されるなかで論じられていた内容と一
致する。そして人間は、この世の生を終えて聖者たちの都に到るとき、「人はパンだ
けで生きるものではなく、神の口から出る一つ一つの言葉で生きる」（マタイ 4,4）と
いう言葉の真意を知ることができるのである（PAII,11,3）。ここでは、物質的世界で
パンと言われるものが、霊的存在者を生かすロゴスとして理解されている。そして、
（37）PE23,5 (GCS3,353,10-11): “οἱονεὶ ἀφιστάντι τὴν οὐσίαν τοῦ θεοῦ ἀπὸ πάντων τῶν γεννητῶν”.
（38） Cf.PE25,1 (GCS3,357,8-12). 
（39） Cf.PE25,2 (GCS3,358,8-12). 
（40） "sapientiae esca" (PA II,11,3 [Görgemanns-Karpp186,11]).
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パンを食べるのが肉体的人間の本質的、生来的な欲求であるように、魂は魂のパンに
対して欲求を感じる（41）。そのような人間にとって、現世では完全に得ることはでき
なくても、霊的な事柄について熱心に学ぶこと、そして、学び、進歩することへの熱
望が重要である（42）。つまり、彼にとって、将来のための準備を現世ですることは、
決して将来への助走ではなく本走なのであり、それこそが今日の目標なのである。
　オリゲネスは「現世にあって真理と知識の下絵を有している人々には、将来完全な
像の美しさが加えられるに違いないことが確認される」（43）と述べているが、これはま
さに、主の祈り注解のパンの祈りにおいて、「明日のためのパンを今日与えたまえ」
という祈りと関わるのではないか。つまり、この世では不十分ではあるがパンを得る
ことにより、それがこの世を去ってのちの準備になり、それによって大きな益を手に
入れるということである。
おわりに
　以上、主の祈りにおけるパンをめぐる祈りに関するオリゲネスの理解について考察
した。最後に要点をまとめてみたい。
　まず解釈の点で、聖書は物質的に理解され得るようなものであっても徹底的に霊的
な視点において捉えられ、物質的なものは陰影として理解していたことが確認され
た。主の祈りのなかで乞い求められているパンもそのひとつであった。
　そして、そこにおいて祈るべきパンとは、魂にとってはロゴスを意味しており、そ
れは神の言、あるいはキリスト自身を指す。それが霊的に貧しいものであっても豊か
なものであっても、すべての食物は人を養う。しかし、神は、消化困難であっても豊
かな生命をもたらす、豊かな食物であるところの「肉」としての知識を与えることを
望まれる。人は自らを養うこの食物としてのパンに、欲求を感じる。このパンはま
た、キリストにとっては神の意思そのものであり、このパンを食べることは、キリス
トにとっては神の意思を行うことである。それはキリストがロゴスを信頼しているか
らである。人もまたロゴスに信頼し、導かれて神の意思に従うなら、学びの機会とし
ての懲らしめや訓練も不要となり、このロゴスのみによって神化の途をたどる。
　この神化を目標に、魂は肉体を纏ってこの世に生を受けるとオリゲネスは考える。
しかし、神化に向けた教育の場で、魂は苦闘する。それは、自らに集積されている悪
（41） Cf.PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp186,23-24); PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp187,13-15). 
（42） Cf.PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp187,18-24).
（43） PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp187,31-33). 
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行と多くの罪とが懲らしめによって浄化されねばならないからである（44）。しかし、
ロゴスに信頼するとき、懲らしめを必要とせず、ロゴスによってのみ魂は神化するの
である。そして神はこのロゴスを差し出している。
　このようなロゴスが主の祈りにおけるパンなのであり、それが神の存在性を人に与
え、人を神化するとオリゲネスは理解していた。そして、そのパンが「今日」の分を
「毎日」、つまりいつの代も常に現在、与えられるようにと求めることが必要である。
オリゲネスにとって、陰影であるこの世の現実を生きるなかで人間が常に向かうべき
ところは、一代かぎりの生を物質的に生き抜くことではなく、物質としての体が滅ん
でもなお生き続ける魂の神化のための糧を得ることなのである。
（44） PA II,10,4 (Görgemanns-Karpp177,1-178,14). 拙論、前掲書、参照。Cf. Riemer Roukema, "Souls", in: John 
Anthony McGuckin ed., The Westminster Handbook to Origen, Louisville/London: Westminster John Knox 
Press, 2004, pp.201l-202r.
